
（
参

考
様

式
２

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
事

前
点

検
シ

ー
ト

１
　

計
画

全
体

に
つ

い
て

チ
ェ

ッ
ク

欄

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２
　

個
別

事
業

に
つ

い
て

チ
ェ

ッ
ク

欄

ー ー ○

目
標

及
び

事
業

活
用

活
性

化
計

画
目

標
が

、
農

山
漁

村
の

活
性

化
の

た
め

の
定

住
等

及
び

地
域

間
交

流
の

促
進

に
関

す
る

法
律

及
び

同
法

に
基

づ
き

国
が

策
定

す
る

基
本

方
針

と
適

合
し

て
い

る
か

「
地

域
間

交
流

等
の

促
進

に
資

す
る

太
陽

光
発

電
施

設
」
を

事
業

活
性

化
計

画
目

標
と

し
て

お
り

実
施

要
領

の
第

４
の

（
２

）
に

合
致

し
て

い
る

。
当

該
施

設
の

整
備

に
伴

う
地

域
に

お
け

る
c
o
2
排

出
量

削
減

に
よ

り
、

地
域

の
自

然
環

境
保

全
が

出
来

る
と

共
に

当
該

施
設

を
核

と
し

て
地

域
間

交
流

の
推

進
を

行
う

事
を

目
的

と
し

て
お

り
、

法
律

及
び

基
本

方
針

と
合

致
し

て
い

る
。

項
　

　
　

　
目

判
　

断
　

根
　

拠

山
梨

県
計

画
主

体
名

計
画

期
間

実
施

期
間

 Ｈ
２

１
 ～

Ｈ
２

３
 Ｈ

２
１

総
事

業
費

（
交

付
金

）

太
陽

光
発

電
に

よ
る

農
業

関
連

施
設

へ
の

電
力

供
給

を
図

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
市

と
県

は
電

力
会

社
を

交
え

て
こ

れ
ま

で
に

３
回

協
議

を
し

て
き

て
お

り
、

電
力

会
社

も
理

解
を

示
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

の
連

携
体

制
に

問
題

は
な

い
。

地
区

に
お

い
て

は
北

杜
市

及
び

茅
ヶ

岳
土

地
改

良
区

と
連

携
し

て
事

業
推

進
を

行
う

。

目
標

及
び

事
業

活
用

活
性

化
計

画
目

標
と

事
業

内
容

の
整

合
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か
法

第
５

条
第

２
項

第
３

号
二

で
整

合
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

太
陽

光
発

電
施

設
の

設
置

に
よ

る
地

域
に

お
け

る
c
o
2
排

出
量

削
減

に
よ

り
、

地
区

の
自

然
環

境
保

全
が

出
来

る
と

共
に

当
該

施
設

を
核

と
し

て
地

域
間

交
流

の
推

進
及

び
学

校
で

の
環

境
教

育
な

ど
に

よ
る

環
境

保
全

に
向

け
た

取
り

組
み

を
増

加
さ

せ
る

事
を

目
標

と
し

て
お

り
整

合
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

交
付

金
要

望
額

は
交

付
限

度
額

（
事

業
費

×
交

付
額

算
定

交
付

率
）
の

範
囲

内
か

２
０

０
，

０
０

０
，

０
０

０
円

＊
５

５
％

＝
１

１
０

，
０

０
０

，
０

０
０

円
（
交

付
限

度
額

）
≦

1
1
０

，
０

０
０

，
０

０
０

円
（
交

付
金

要
望

額
）

本
地

域
は

特
定

農
山

村
法

の
指

定
地

域
で

あ
り

実
施

要
領

別
表

２
要

件
類

別
３

３
の

規
定

に
よ

り
交

付
率

５
５

％
と

す
る

計
画

期
間

・
実

施
期

間
は

適
切

か
目

標
達

成
見

込
み

及
び

事
業

量
・
事

業
費

か
ら

判
断

し
て

計
画

期
間

３
年

実
施

期
間

１
年

間
が

適
切

で
あ

る
。

増
改

築
等

若
し

く
は

合
体

又
は

古
材

を
利

用
し

た
施

設
整

備
を

行
う

場
合

は
、

農
山

漁
村

活
性

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
交

付
金

実
施

要
領

の
運

用
に

定
め

る
基

準
を

満
た

し
て

い
る

か
他

の
事

業
と

の
合

体
施

工
や

古
材

等
を

利
用

し
て

整
備

を
行

う
も

の
で

は
な

い
。

交
付

対
象

と
す

る
施

設
等

は
減

価
償

却
資

産
の

耐
用

年
数

等
に

関
す

る
省

令
（
昭

和
4
0
年

大
蔵

省
令

第
3
4
号

）
別

表
等

に
よ

る
耐

用
年

数
が

お
お

む
ね

５
年

以
上

の
も

の
で

あ
る

か
国

税
庁

「
原

価
償

却
資

産
の

耐
用

年
数

に
関

す
る

省
令

　
　

別
表

２
　

」
に

お
け

る
「
５

５
　

前
掲

の
機

械
及

び
装

置
以

外
の

も
の

」
の

「
主

と
し

て
金

属
以

外
の

も
の

」
の

１
７

年
を

適
用

し
て

お
り

５
年

以
上

で
あ

る
。

  
  
  
  
  
  
  
  
  
 ２

０
０

，
０

０
０

千
円

 （
　

　
１

１
０

，
０

０
０

千
円

）

項
　

　
　

　
目

判
　

断
　

根
　

拠

自
力

若
し

く
は

他
の

助
成

に
よ

っ
て

実
施

中
又

は
既

に
完

了
し

た
施

設
等

を
本

交
付

金
に

切
り

替
え

て
交

付
対

象
と

す
る

も
の

で
な

い
か

自
力

又
は

他
の

助
成

か
ら

の
切

り
替

え
で

な
い

新
規

事
業

で
あ

る
。

市
町

村
振

興
計

画
、

農
業

振
興

地
域

整
備

計
画

、
土

地
改

良
事

業
計

画
、

森
林

・
林

業
基

本
計

画
、

特
定

漁
港

漁
場

整
備

事
業

計
画

そ
の

他
各

種
関

連
制

度
・
施

策
と

の
連

携
、

配
慮

、
調

和
等

が
図

ら
れ

て
い

る
か

県
施

策
と

し
て

の
「
山

梨
県

地
球

温
暖

化
対

策
実

行
計

画
」
(平

成
２

１
年

３
月

制
定

）
に

よ
り

農
村

地
域

の
Ｃ

Ｏ
２

排
出

削
減

が
定

め
ら

れ
て

お
り

_(
、

本
事

業
は

当
該

計
画

に
基

づ
き

実
施

を
行

う
。

更
に

「
山

梨
グ

リ
ー

ン
ニ

ュ
ー

デ
ィ

ー
ル

計
画

」
（
平

成
２

１
年

６
月

制
定

）
に

お
い

て
も

農
村

地
域

で
の

太
陽

光
発

電
施

設
設

置
が

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
北

杜
市

農
業

振
興

計
画

に
お

い
て

も
、

「
地

域
農

業
の

情
報

発
信

と
し

て
市

内
に

存
在

す
る

施
設

を
訪

れ
る

都
市

住
民

に
向

け
て

地
域

農
業

の
紹

介
や

新
規

参
入

へ
の

情
報

提
供

を
行

い
、

新
た

な
就

農
者

の
確

保
を

図
る

」
と

あ
る

な
ど

交
流

に
よ

る
農

村
地

域
の

活
性

化
を

掲
げ

て
お

り
、

施
策

と
の

調
和

が
図

ら
れ

て
い

る
。

活
性

化
計

画
及

び
交

付
対

象
事

業
別

概
要

は
関

係
農

林
漁

業
者

を
は

じ
め

と
し

た
地

域
住

民
等

の
合

意
形

成
を

基
礎

と
し

た
も

の
に

な
っ

て
い

る
か

自
然

・
資

源
保

全
施

設
の

整
備

を
契

機
と

し
た

地
域

の
活

性
化

に
対

す
る

地
域

の
強

い
要

望
を

踏
ま

え
て

市
が

事
業

の
実

施
を

希
望

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
合

意
形

成
に

つ
い

て
は

問
題

は
な

い
。

事
業

の
推

進
体

制
は

確
立

さ
れ

て
い

る
か



○ ○ ○ ○ ー ○ ー ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注
１

　
項

目
に

つ
い

て
該

当
が

無
い

場
合

は
チ

ェ
ッ

ク
欄

に
「
－

」
を

記
入

す
る

こ
と

。
 　

２
  
事

前
点

検
シ

ー
ト

は
、

公
表

す
る

も
の

と
す

る
。

判
断

の
根

拠
と

な
っ

た
資

料
に

つ
い

て
も

あ
わ

せ
て

公
表

す
る

も
の

と
す

る
。

整
備

後
に

お
い

て
施

設
の

管
理

・
運

営
が

適
正

に
行

わ
れ

る
見

込
み

で
あ

る
か

整
備

し
た

施
設

は
県

の
条

例
に

基
づ

き
市

が
県

か
ら

譲
与

を
受

け
て

維
持

管
理

し
て

い
く
こ

と
を

前
提

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

維
持

管
理

計
画

は
問

題
な

い
。

更
新

に
必

要
な

資
金

は
市

の
財

源
に

よ
る

。
維

持
管

理
計

画
は

適
正

か
（
施

設
の

管
理

・
更

新
に

必
要

な
資

金
は

検
討

済
み

か
）

売
電

を
行

っ
た

場
合

の
収

支
と

し
て

、
近

隣
の

畑
地

か
ん

が
い

揚
水

機
場

の
想

定
電

気
量

金
は

７
，

０
０

０
千

円
で

今
回

の
施

設
整

備
に

よ
り

、
年

間
１

，
８

０
０

千
円

の
削

減
が

見
込

ま
れ

る
。

他
の

事
業

と
の

合
体

施
行

等
の

場
合

、
事

業
費

の
按

分
等

が
適

正
に

行
わ

れ
て

い
る

か
他

の
事

業
と

の
合

体
施

工
等

を
行

う
も

の
で

は
な

い
。

収
支

を
伴

う
施

設
等

に
あ

っ
て

は
収

支
計

画
を

策
定

し
て

い
る

か
。

ま
た

、
収

支
計

画
は

経
営

診
断

を
受

け
る

な
ど

適
正

な
も

の
と

な
っ

て
い

る
か

該
当

な
し

施
設

用
地

が
確

保
さ

れ
て

い
る

又
は

確
保

さ
れ

る
見

通
し

が
つ

い
て

い
る

か
区

画
整

理
実

施
後

の
法

面
で

あ
り

、
農

業
振

興
公

社
の

農
業

施
設

用
地

に
設

置
す

る
た

め
、

用
地

は
確

保
さ

れ
て

い
る

。

当
該

用
地

は
農

業
振

興
公

社
の

所
有

地
で

あ
り

、
借

地
等

は
行

わ
な

い
。

事
業

実
施

主
体

の
負

担
（
起

債
、

制
度

資
金

の
活

用
等

を
含

む
）
に

つ
い

て
十

分
検

討
さ

れ
、

適
正

な
資

金
調

達
計

画
と

償
還

計
画

が
策

定
さ

れ
て

い
る

か
市

財
政

課
と

資
金

調
達

計
画

及
び

償
還

計
画

を
策

定
。

（
地

域
活

性
化

・
経

済
危

機
対

策
臨

時
交

付
金

を
充

当
予

定
で

あ
り

議
会

承
認

が
得

ら
れ

る
見

込
み

）

備
品

は
交

付
対

象
と

し
て

い
な

い
。

整
備

予
定

場
所

は
、

集
客

の
立

地
性

、
農

林
漁

業
者

の
利

便
性

等
、

施
設

の
設

置
目

的
か

ら
勘

案
し

て
適

正
か

現
地

調
査

し
施

設
整

備
の

容
易

性
、

採
光

の
効

率
等

の
確

認
・
検

討
を

行
い

適
正

と
認

め
ら

れ
る

。
　

（
隣

接
道

路
は

ほ
場

へ
の

耕
作

道
路

で
あ

る
た

め
、

当
該

施
設

へ
の

影
響

は
無

い
。

）

備
品

は
交

付
対

象
と

し
て

適
正

か
（
汎

用
性

の
高

い
も

の
を

交
付

対
象

と
し

て
い

な
い

か
）

附
帯

施
設

は
交

付
対

象
と

し
て

適
正

か
（
必

要
性

は
あ

る
か

、
汎

用
性

の
高

い
も

の
を

交
付

対
象

と
し

て
い

な
い

か
）

電
力

を
供

給
す

る
予

定
の

農
業

関
連

施
設

の
電

力
需

要
の

範
囲

内
で

施
設

規
模

を
決

定
し

て
お

り
、

必
要

最
低

限
の

施
設

整
備

を
考

え
て

い
る

こ
と

な
ど

、
整

備
コ

ス
ト

の
低

減
に

努
め

て
い

る
。

建
設

・
整

備
コ

ス
ト

の
低

減
に

努
め

て
い

る
か

事
業

費
積

算
等

は
適

正
か

電
力

を
供

給
す

る
予

定
の

農
業

関
連

施
設

の
電

力
需

要
の

範
囲

内
で

施
設

規
模

を
決

定
し

て
お

り
、

過
大

な
積

算
と

は
な

っ
て

い
な

い
。

施
工

価
格

に
お

い
て

は
県

内
で

の
施

工
実

績
等

に
よ

り
ｋ
ｗ

当
た

り
の

標
準

単
価

を
算

出
し

価
格

算
定

を
行

っ
て

い
る

た
め

過
大

な
積

算
と

は
な

っ
て

い
な

い
。

過
大

な
積

算
と

し
て

い
な

い
か

該
当

な
し

山
梨

県
は

日
本

有
数

の
日

射
量

を
誇

る
地

域
で

あ
り

施
設

整
備

位
置

に
お

い
て

は
遮

蔽
物

は
な

く
安

定
し

た
電

力
供

給
が

出
来

る
と

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

今
回

の
発

電
施

設
に

よ
る

発
電

量
は

、
周

辺
農

業
施

設
に

係
る

基
本

料
金

程
度

を
賄

う
物

で
あ

り
、

過
大

な
規

模
で

は
な

い
た

め
、

施
設

整
備

は
妥

当
で

あ
る

と
判

断
さ

れ
る

。

利
用

対
象

者
、

利
用

時
期

な
ど

施
設

の
利

用
形

態
を

検
討

し
て

い
る

か 施
設

等
の

規
模

や
設

置
場

所
、

地
域

に
お

け
る

他
の

施
設

と
の

有
機

的
な

連
携

等
、

当
該

施
設

等
の

利
用

環
境

等
に

つ
い

て
検

討
さ

れ
て

い
る

か

県
内

の
同

種
の

資
源

活
用

施
設

の
施

工
地

区
に

お
い

て
多

数
の

来
訪

者
及

び
学

校
教

育
等

に
利

用
さ

れ
て

お
り

本
地

区
で

も
同

様
に

交
流

活
動

が
見

込
め

る
。

該
当

な
し

地
域

間
交

流
の

拠
点

と
な

る
施

設
に

あ
っ

て
は

当
該

地
区

の
入

り
込

み
客

数
や

都
市

と
の

交
流

状
況

（
現

状
と

今
後

の
見

込
み

）
を

踏
ま

え
て

い
る

か

近
隣

市
町

村
の

類
似

施
設

等
の

賦
存

状
況

と
利

用
状

況
等

を
踏

ま
え

て
い

る
か

個
人

に
対

す
る

交
付

で
は

な
い

か
、

ま
た

目
的

外
使

用
の

お
そ

れ
が

な
い

か
県

が
事

業
実

施
主

体
と

な
っ

て
実

施
す

る
も

の
で

あ
り

、
個

人
に

対
す

る
交

付
で

は
な

い
。

ま
た

、
完

成
後

は
市

有
財

産
と

し
て

管
理

す
る

こ
と

で
目

的
外

使
用

の
恐

れ
は

な
い

。

施
設

等
の

利
活

用
の

見
通

し
等

は
適

正
か

該
当

な
し

農
山

漁
村

活
性

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
交

付
金

費
用

対
効

果
算

定
要

領
に

基
づ

き
算

定
さ

れ
た

総
費

用
総

便
益

比
は

１
．

１
４

で
あ

り
、

１
．

０
以

上
で

あ
る

。

事
業

内
容

、
事

業
実

施
主

体
等

に
つ

い
て

は
実

施
要

綱
等

に
定

め
る

要
件

等
を

満
た

し
て

い
る

か

事
業

内
容

は
、

実
施

要
綱

第
３

第
１

項
（
１

）
交

付
対

象
事

業
の

（
１

）
に

あ
る

別
表

に
お

い
て

（
４

）
そ

の
他

省
令

で
定

め
る

事
業

の
事

業
名

欄
に

あ
る

地
域

資
源

循
環

活
用

施
設

に
該

当
し

て
い

る
。

事
業

実
施

主
体

は
、

同
表

の
事

業
実

施
主

体
欄

に
あ

る
山

梨
県

に
該

当
す

る
。

ま
た

本
地

区
は

農
業

振
興

地
域

内
で

あ
り

、
県

施
策

と
し

て
の

「
山

梨
県

地
球

温
暖

化
対

策
実

行
計

画
」
に

よ
り

農
村

地
域

の
Ｃ

Ｏ
２

排
出

削
減

が
定

め
ら

れ
て

い
る

。
発

電
に

よ
る

電
力

は
近

隣
の

農
業

関
連

施
設

（
畑

地
か

ん
が

い
に

利
用

す
る

ポ
ン

プ
施

設
）
へ

の
供

給
を

行
う

上
記

の
費

用
対

効
果

分
析

に
よ

る
算

定
結

果
が

１
．

０
以

上
と

な
っ

て
い

る
か

平
成

1
9
年

８
月

１
日

付
け

1
9
企

第
1
0
6
号

農
林

水
産

省
大

臣
官

房
長

通
知

（
平

成
1
9
年

3
月

2
8
日

付
け

1
8
企

第
1
5
9
6
号

農
林

水
産

省
農

村
振

興
局

通
知

）
に

基
づ

き
、

土
地

改
良

事
業

の
費

用
対

効
果

分
析

に
関

す
る

基
本

方
針

に
よ

り
算

定
さ

れ
て

い
る

。

費
用

対
効

果
分

析
の

手
法

は
適

切
か

（
農

山
漁

村
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

支
援

交
付

金
に

お
け

る
費

用
対

効
果

分
析

の
実

施
に

つ
い

て
（
平

成
1
9
年

８
月

１
日

付
け

1
9
企

第
1
0
6
号

農
林

水
産

省
大

臣
官

房
長

通
知

）
に

よ
り

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

）

事
業

に
よ

る
効

果
の

発
現

は
確

実
に

見
込

ま
れ

る
か


